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あおぞら
　
中
野
市
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
13
年
目
を
迎
え
、

よ
う
や
く
生
活
に
も
慣
れ

て
き
た
。
そ
ん
な
私
が
中

野
に
来
て
驚
い
た
の
は
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

実
家
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
と
き
に
使
う
言
葉
だ
が
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」、
あ
る

い
は
「
す
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
野
で
は
独
特
の

口く

調ち
ょ
う（

文
字
で
は
表
現
で
き
な
い
）

で
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉

が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
私
な
ら
反

射
的
に
「
す
い
ま
せ
ん
」
が
口
か

ら
出
て
し
ま
い
、「
あ
り
が
と
う
」

は
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
し
ま
う
（
ど
う
し
て

も
後
ろ
に
「
ご
ざ
い
ま
す
」
が
つ

く
）。
中
野
で
は
ご
く
当
た
り
前

の
習
慣
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

他
県
出
身
者
の
私
に
は
驚
き
で
あ

り
新
鮮
で
あ
っ
た
。

　
他
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
「
あ

り
が
と
う
」
と
自
然
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
習
慣
で
あ
る
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
習
慣
は
い
つ
ま
で
も
続

い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

（
あ
、
あ
り
が
…
と
う
）

初
め
て
の
体
験

　
11
月
３
日
（
日
）
に
第
20
回
東
吉
田
区
民
文
化

祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
10
時
か
ら

玄
関
前
で
野
菜
の
即
売
会
が
行
な
わ
れ
、
時
間
前

か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
行
列
を
つ
く
り
思
い
思
い

に
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
分
館
で
は
キ
ノ
コ
汁

を
提
供
し
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

２
階
の
広
間
で
、
日
本
舞
踊
、
大
正
琴
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
、
民
謡
三
味
線
の
演
奏
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
寸
劇
、
ト
リ
は
い
つ
も
人
気
の
手
品
の
発
表

で
し
た
。
今
年
は
、
子
ど
も
達
や
分
館
役
員
も
マ

ジ
ッ
ク
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

趣
味
の
写
真
や
手
作
り
作
品
な
ど
の
展
示
、
今
年

の
行
事
を
振
り
返
っ
た
写
真
が
会
場
に
展
示
さ
れ

購
入
希
望
者
の
取
り
ま
と
め
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
ま
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
一
年
を
締
め
く
く

る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

みんなでロープマジックに挑戦 !!

35 文化なかの 2013.12

12

文化祭で地域交流の輪が広がる

・
公
民
館
の

　
　
　 
文
化
祭
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中央・北部・西部・豊田
　
中
野
市
文
化
芸
術
協
会
と
中
央
公

民
館
が
主
催
し
て
い
る
中
野
市
総
合

文
化
祭
は
、
今
年
で
41
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
芸
能
祭
、

文
化
展
を
開
催
し
文
化
芸
術
鑑
賞
を

通
じ
て
多
く
の
皆
様
に
芸
術
の
秋
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
10
月
26
日
（
土
）
に
「
芸
能
祭
」

を
開
催
し
、
芸
能
部
門
の
20
団
体
が
、

ダ
ン
ス
、
民
謡
、
舞
踊
な
ど
23
演
目

を
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
か

わ
い
い
ダ
ン
ス
や
、
孫
と
一
緒
に
披

露
し
た
素
晴
ら
し
い
民
謡
、
練
習
を

重
ね
円
熟
さ
れ
た
芸
に
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
例
年
同
時
期
に
開
催
し
て
い
る
文

化
展
は
、
中
央
公
民
館
耐
震
工
事
に

伴
い
12
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）に
、

芸
術
部
門
の
団
体
が
、
絵
画
、
写
真
、

華
道
、
書
道
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
の

作
品
を
中
央
公
民
館
に
展
示
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
の
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
中
央
公
民
館
●

更
な
る
50
周
年
を
目
指
し
て

MIDORIトワールメイツ

中野民謡会

　
北
部
公
民
館
で
は
、
地
域
文
化
創

造
祭
第
26
回
文
化
祭
を
10
月
26
日

（
土
）・
27
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
26
日
は
中
野
市
赤
岩
で
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＆
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
翔し

ょ
う
て
ん
ち

天
地
を
設
立

し
、
地
方
文
化
芸
術
を
発
信
し
て
い

る
野
田
純
子
さ
ん
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
の
音
色
に
合
わ
せ
て
大
地
で

生
き
る
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
歌

い
、
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
科
野
小
学
校
児
童

が
絵
、
書
、
手
作
り
の
バ
ッ
ク
を
出

品
し
ま
し
た
。
科
野
地
区
や
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
絵
画
、
写
真
、

書
、
盆
栽
、
彫
刻
な
ど
作
品
が
出
品

さ
れ
、
北
部
公
民
館
で
サ
ー
ク
ル
活

動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
も
陶
芸
、

絵
手
紙
、
水
彩
画
、
華
道
な
ど
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
多
彩
な
作
品
が
展

示
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
足
を
止
め

て
い
ま
し
た
。

　
27
日
に
は
芸
能
祭
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
吹
奏
楽
、
軽
音
楽
、
合

唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
、
落
語
、
謡よ

う
き
ょ
く
え
ん

曲
演

劇げ
き

、
詩し

舞ぶ

、
雅
楽
器
演
奏
な
ど
を
15

団
体
が
約
6
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
演

し
、
満
員
と
な
っ
た
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
わ
い
て
い
ま
し
た
。

●
北
部
公
民
館
●

地
域
文
化
の
創
造

高社組による謡曲演劇「国定忠治」

科野地区の皆さんの盆栽

サークル団体の作品
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公民館の文化祭特 集

　
今
年
で
第
９
回
と
な
る
豊
田
公
民

館
文
化
祭
は
「
魅
せ
て
創
り
、
観
て

創
る
輝
く
地
域
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
開
催
し
、
10
月
25
日
（
金
）
～

27
日
（
日
）
は
作
品
展
示
、
26
日
に

は
映
画
上
映
会
、
27
日
に
は
音
楽
芸

能
団
体
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
サ
ー
ク
ル
と
実
行
委
員

で
ワ
イ
ガ
ヤ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、「
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
自
分
（
た
ち
）
が
何
が
で
き
る

の
か
」
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

　
観
る
方
も
地
域
を
創
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

玄
関
に
豊
田
の
地
域
力
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
、
入
場
時
な
ど

に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
当
日
は
沢
山
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
大
き
な
ハ
ー
ト
が
広
が

り
ま
し
た
。
シ
ー
ル
の
数
が
応
援

の
数
。
応
援
を
受
け
て
、
サ
ー
ク

ル
が
い
っ
そ
う
張
り
切
り
、
そ
れ

を
観
て
地
域
の
フ
ァ
ン
が
増
え
る
。

そ
う
し
て
、
豊
田
地
域
を
盛
り
あ

げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●
豊
田
公
民
館
●

発
表
者
と
観
客
、互
い
に
創
る
文
化
祭
へ

来年はハートをもっと大きく広げたいな

地域に “ 魅せる” 私たちのチカラ！

　
西
部
公
民
館
は
、11
月
９
日（
土
）・

10
日
（
日
）
に
第
23
回
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
玄
関
で
は
安
源
寺
子

ど
も
会
の
皆
さ
ん
が
植
え
て
く
れ
た

パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
が
来
館
者

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
作
品
展
で
は

地
域
の
方
や
趣
味
の
団
体
が
作
っ
た

押
絵
、
生
け
花
、
写
真
、
は
り
絵
等

様
々
な
作
品
の
他
に
、
高
丘
小
学
校

児
童
、
中
野
平
中
学
校
生
徒
の
作
品

や
、
西
部
公
民
館
主
催
の
講
座
で
受

講
者
が
作
っ
た
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
、

実み

木き

草く
さ

く
ら
ふ
と
、
木
の
車
と
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
カ
ー

等
の
作
品
が
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。
10
日
の
芸

能
祭
で
は
、
琴
や

コ
カ
リ
ナ
の
演
奏
、

バ
レ
エ
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
な
ど
18
団

体
に
よ
る
多
彩
な

発
表
が
あ
り
、
日

頃
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
て
大
勢

の
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。ま
た
、点て

前ま
え

茶ち
ゃ

席せ
き

に
よ
る
お
も
て

な
し
や
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
体
験
も
あ

り
、
文
化
祭
会
場

は
大
盛
況
で
し
た
。

●
西
部
公
民
館
●

集
い
・
学
び
・
交
流

点前茶席

色とりどりの作品たち

空手の演武
キッズダンス！



　
日
和
ケ
丘
団
地
の
あ
る
高
丘
台
地
に
は
、

土
器
を
作
る
の
に
適
し
た
良
質
の
粘
土
が

多
く
堆
積
し
て
い
る
。
縄
文
・
弥
生
の
時

代
か
ら
周
辺
の
住
民
が
採
集
し
土
器
を
造

り
、
食
物
の
煮
炊
き
の
甕か

め

、
貯
蔵
す
る
壺つ

ぼ

な
ど
に
使
用
し
て
、
食
物
の
加か

し
ょ
く食
の

範
囲
を
拡
大
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
最
も
こ
の
粘
土
が
利
用

さ
れ
た
の
は
、
律り

つ
り
ょ
う令
体
制
下
の
７
世
紀
後

半
か
ら
９
世
紀
ま
で
で
、
傾
斜
地
を
利
用

50
基
以
上
の
登の

ぼ

り
窯が

ま

が
つ
く
ら
れ
、
坏つ

き

・

椀わ
ん

・
甕
・
壺
な
ど
の
器
物
や
、
寺
院
の
布ぬ

の

目め

瓦が
わ
らな
ど
も
焼
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は

高
井
郡ぐ

ん

衙が

の
統
制
の
も
と
で
運
営
さ
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
、
信
濃
の
最
北
の
生
産
地

と
し
て
、
千
曲
川
な
ど
を
利
用
し
て
周
辺

に
供
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
登
り
窯
の
運
営
に
は
多
量
の
燃
料
の
消

費
が
伴
う
。
こ
の
集
積
の
方
法
や
、
季
節
風

の
利
用
な
ど
究
明
を
要
す
る
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
登
り
窯
は
、
工
場
や
住
宅
団
地

の
造
成
、
高
速
道
な
ど
の
道
路
の
建
設
に

よ
っ
て
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
日
和
ケ
丘
団
地
は
大
字
草
間
に
属
し
て

い
る
。
近
世
に
は
村む

ら
だ
か高
が
千
石
余
り
の
耕

地
を
持
ち
、
小し

ょ
う
は
ん藩
で
あ
る
越
後
の
椎し

い

谷や

藩は
ん

領り
ょ
うに
属
し
、
幕
府
領
に
比
べ
て
年
貢
の
取

り
立
て
が
厳
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

加
え
て
本
村
は
水
害
な
ど
に
も
悩
ま
さ
れ

て
い
た
。

　
日
和
ケ
丘
団
地
が
大
き
く
変
貌
し
た
の

は
戦
後
で
あ
る
。
50
年
前
ま
で
は
低
地

に
「
池
田
」
と
呼
ば
れ
る
天て

ん
す
い
で
ん

水
田
が
あ
り
、

丈
の
長
い
稲
が
植
え
ら
れ
、
周
辺
は
畑
作

や
山
林
地
帯
で
あ
っ
た
。

　
周
辺
に
高
丘
工
場
団
地
（
一
九
八
一

年
22
工
場
操
業
）
が
造
成
さ
れ
、
そ
れ

ら
と
関
連
し
て
民
営
の
日
和
ケ
丘
住
宅

団
地
が
一
九
七
五
年
（
昭
和
50
年
）
頃
よ

り
計
画
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
主
要
地
方
道

中
野
・
豊
野
線
の
整
備
、
隣
接
す
る
高
速

道
中
野
イ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
現
在
は
、
高
丘
台
地
の
大
住
宅
団

地
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
檀
原
　
長
則
）

　
日
和
区
は
、
上
信
越
自
動
車
道
中
野
イ

ン
タ
ー
の
あ
る
高
丘
地
区
に
あ
り

ま
す
。

　
草
間
区
よ
り
分
区
し
て
二
十
年

に
な
り
ま
す
。
180
世
帯
の
区
で
す
。

　
長
い
歴
史
の
あ
る
区
と
は
違
う

一
面
も
あ
り
、
ま
た
、
多
種
多
様

な
時
代
に
な
り
、
分
館
主
催
事
業

に
参
加
い
た
だ
け
る
た
め
に
は
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
区
民
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
少
数
参
加
で
あ
っ
て
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
の
分
館
主
催
の
主
な
事
業
は
、

そ
ば
打
ち
体
験
・
球
技
大
会
・
人
権
懇
談

会
・
研
修
旅
行
…
等
々
を
計
画
し
て
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
主
催
行
事
に
は
全

面
協
力
と
い
う
形
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
、
若

い
人
達
に
も
よ
り
多
く
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
分
館
主
催
行
事
を
計
画
し
、
当
地
区

皆
様
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
区

民
の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
日
和
分
館
　
池
田
喜
志
郎
）

日
ひ

和
よ り

分館
日
和
ケ
丘
団
地

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は
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分
館
分
館

　
10
月
27
日
（
日
）
に
西
部
公
民
館
生
き
が
い
づ

く
り
講
座
「
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
入
門
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
20
代
か
ら
60
代
ま

で
の
幅
広
い
世
代
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
お
ぞ
ら
自
転
車
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
小
布
施
ま
で

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
目
一
杯
楽
し
み
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
生
涯
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ

し
て
北
信
州
は
自
転
車
で
走
る
に
は
最
高
の
場

所
で
す
。
み
な
さ
ん
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

中野～小布施サイクリング

盛会な球技大会慰労会
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

中
　
央
　
公
　
民
　
館

パソコン
ふれあいサロン

〈内容〉パソコンを使用し
ていて、わからないところ
を指導員がお答えします。

毎週月曜日
※祝日、年末年始を除く
午後１時30分～４時30分

中央公民館 
団　体　室 新技術振興会

＜定員＞６名
＜受講料・申込＞不要
※メニューに沿って進めるパソ
コン教室とは異なります。

中野市
国際交流の集い
☆タイ文化に触れよう☆

１月19日㈰
午後１時～３時

中央公民館
講　　　堂

外国出身者と日本人の交流の場
です。今年はタイ国を中心に異
文化交流を楽しみましょう。
お子さんと一緒の参加も大丈夫
です。

中央公民館ギャラリー　水墨画展   2・3墨友会

西 

部 

公 

民 

館

シニア大学
12月6日～ 2月28日

（毎回 金曜日）
午後1時30分～ 3時

（全11回）

西部公民館 
大学教授、ご住職
スポーツ指導員、
音楽団体ほか
のみなさん

＜参加費＞無料
＜持ち物＞筆記用具
※大学教授、ご住職の講座や健
康体操、音楽鑑賞など様々な内
容で行ないます。

郷土料理に親しもう！
～親子でリンゴ大福と
お団子作り～

１月18日㈯
午前10時～ 12時30分

西部公民館 
料理教室

長野県食生活
改善推進協議会
顧問
原　 　楫 先生

＜定員＞20名
＜材料費＞300円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、
マスク

豊
田
公
民
館

ものづくり
～伝統のまゆ玉づくり体験～

1月11日㈯
午前10時～正午 もみじ荘

信州中野ふるさ
と交流団のみな
さん

＜定員＞40名
＜材料費＞100円
＜参加料＞無料※
※入湯される方は別に入湯料を
お支払いください。
＜持ち物＞はさみ、お盆、エプ
ロン

平成26年2 ９月 日（日）午後１時30分～３時
中野市中央公民館３階講堂

演題

講師

駐車場が狭いので、車の方はなるべく相乗りでお出かけください。

なかの21市民講座なかの21市民講座 　近年、日本人の食生活は和食型から欧米型へと大きく変化しました。そのため、
体には生活習慣病が、心は情緒を失い攻撃型が多くなったといわれます。先生の
幅広い知識から「人生」や、「セカンドライフ」についても考える講演会です。

　近年、日本人の食生活は和食型から欧米型へと大きく変化しました。そのため、
体には生活習慣病が、心は情緒を失い攻撃型が多くなったといわれます。先生の
幅広い知識から「人生」や、「セカンドライフ」についても考える講演会です。

■問い合わせ先　中野市三好町一丁目４番27号　中央公民館　電話　0269－22－2691

「真の食育とはなにか」

日時

会場

東京農業大学名誉教授、
鹿児島大学客員教授ほか小 泉 武 夫 先生

こ　　　いずみ　　  たけ　　　 お

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●

長野県食の総合アドバイザー
1943年福島県の酒造家に生まれる。
専門は発酵学、食文化論、農学博士。
　醸造学、発酵学者で「健康や老化の防止は発酵食品に宿る」と説く異色の博士。
食・食文化に関する数多くの書籍を執筆し、その数は125冊を数える。また、数多く
の国・地方自治体の委員や理事を兼任し、各地での講演会も積極的に行っている。

入場
無料

定
員
３
０
０
名

（
当
日
先
着
順
）



　
朗
読
の
会
「
ほ
お
ず
き
」
は
、
１
９
９
９
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
十
二
名
。
当
初

は
、
朗
読
を
楽
し
む
た
め
に
作
ら
れ
た
会
で
し

た
が
、
現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
へ
の
参

加
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
児

童
セ
ン
タ
ー
で
月
一
回
、
絵
本
の
読
み
き
か
せ

や
昔
話
の

読
み
語
り

等
の
活
動

を
し
て
い

ま
す
。

　
会
長
の
宮
腰
み
ど

り
さ
ん
（
小
田
中
）

は
、「
読
む
側
も
聞

く
側
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
勉
強
し
て
、

大
勢
の
人
に
朗
読
を

聞
い
て
欲
し
い
」
と

意
欲
的
で
す
。

花と季節の写真募集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

A.K

青空に柿／一本木（月岡尚雄)

熟れるマユミ／草間（宮澤　聰）

千曲川のコハクチョウ／柳沢（湯本明雄)

▶
昔
話
の
読
み
聞
か
せ

初冠雪の田上山を望む／柳沢（小林幸成)


